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１．「愛知万

マリ クリステ
覧会協会広報

 
 皆様、こん

します。そし

た皆様方、本

愛知万博へお

 今日、私は

いただきまし

らのお客様を

わけですが、も

りますこの能

ではいけない

い。」と言われ

ならば、お着

着物を着るこ

楽屋でお話を

部屋で、今お

んが、神田知

もちろん、こ

い一つの効果

話がありまし

もあったと思

が呉建民さん

きいほうです

かれていまし

かしらと思っ

何かごそごそ

サイズを伺っていたらしいのです。ですか

ら、先ほど出てこられたときも、敬意を表

してくださいまして、足袋を履かれて、呉
84 

博の特色について」 

ィーヌ（2005 年日本国際博
プロデューサー） 

にちは。よろしくお願いいた

て海外からいらっしゃいまし

当にようこそ日本へ、そして

越しくださいました。 
会期中初めて着物を着させて

た。それはもちろん、海外か

お迎えするということもある

う一つは、「日本の文化であ

舞台を、ストッキングで踏ん

。ソックスか足袋にして下さ

ましたので、「足袋を履くの

物も」と思いまして、今日は

とにいたしました。先ほど、

少し耳にしたのですが、隣の

話されました議長の呉建民さ

事とお話をされていました。

の万博がもたらしたすばらし

としては、国際交流や、今お

たように、多様性ということ

うのです。いきなり神田知事

に「中国では、議長の足は大

か、小さいほうですか」と聞

た。どんな話をされているの

て聞いていましたら、そばで

という音がしまして、足袋の

建民さんはここに立たれましたので、やは

りそういう点で国際交流、異文化交流は、

お互いの文化を尊敬しあって、良い関係を

持つということが、いちばん重要なことで

はないかと思いました。 

 

 今日の私のテーマは「愛知万博の特色に

ついて」です。本当にお話させていただく

のでしたら３～４時間ぐらいいただかなけ

ればいけませんが、20分という大変短いお
時間で残念ですが、今日は特色を中心にお

話させていただきます。あとのパネルディ

スカッションの中で、きっと皆様方が多く

話されると思いますので、あまり詳しいお

話はいたしません。 
 たくさんの特色がありましたが、大きく

分ければ三つあったと言えると思います。

一つは、環境配慮型万博であったことが、

とても重要ではないかと思います。「自然の

叡智」、そして「地球大交流」という、二つ

のとても大きなテーマをいただいたわけで

す。 
 この「自然の叡智」というものの中で、

恐らく博覧会の歴史としては初めて、「環境

アセスメント」として、200 通り以上の環
境アセスをしました。もちろん、建設する

段階からアセスメントが始まったわけです

が、今までの万博の歴史の中では、このよ

うなことはなかったので、これはとても大

きな特色の一つではないかと思います。 
 それともう一つは会場建設の中で、「３

Ｒ」を徹底しました。循環型社会の取り組

みを世界に、そして国内外にもアピールし

たことが、とても重要だったのではないか

と思います。外国から来られていた方々と、

いろいろお話させていただいた中でよく言

われましたのは、「戸惑いました」というこ

とです。それはなぜかといいますと、海外

は日本ほど、徹底したごみの分別をされて

いなかったので、最初万博が始まったとき

には、各パビリオンで働いている外国の方
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と、そして日本の方とで、ごみの分別のし

かたの練習から始められたそうです。皆様

方から、大変勉強になったので、自分の国

に帰られたときには、自分の国でもこのよ

うなことをされたいという話がありました。 
 二つ目は、多様な参加型万博であるとい

うことです。今日来られている一般の皆様

方もそうだと思いますけれども、このボラ

ンティア参加というのが、万博の歴史の中

で初めてということもあります。2 万人以
上の方々が、この万博６か月間の開催期間

中、ここでボランティアという形で参加さ

れています。今日の午後にも、またそのお

話がありますけれども、このＮＧＯ、ＮＰ

Ｏが参加する万博も今回、万博史上初めて

だということもあります。 
 そして、未来実験型万博。これは環境、

エネルギー、バイオ、情報通信、移動、ロ

ボットそして最先端の技術とリニモの活用

なのですが、これはそういう点では大変大

きな成果があったのではないかと思います。

この未来実験型の万博では「環境」の実験

も大きくされました。 
 ＮＥＤＯパビリオンに行かれたことのあ

る方は、ご覧になったと思いますが、燃料

電池と太陽光発電、また万博の中で出まし

た生ごみをメタンガスに変えて、それを三

つ混合させた形で、化石燃料を使わないエ

ネルギーを作る実験がここで行なわれまし

た。今回の日本パビリオンはこのエネルギ

ーを供給していましたが、日本パビリオン

の中のエネルギーと、そしてその中での運

用のしかたがとても大事なセットになって

おり、そういう点では新しい提案にもなっ

たと思います。 
 海外から来られた要人の方々の案内をさ

せていただいていましたが、その中でも、

やはり日本館をご覧になって、「こういうす

ばらしいエネルギーが使われるようになる

のですね」とおっしゃっていました。そし

て特に印象に残っていますのは、サウジア

ラビアの要人の方が来られたときに、失礼

かもしれませんが、「石油はいらなくなるか

もしれませんね。」と申し上げて説明しまし

たら、「いや、これもすばらしいことです」

とおっしゃっていたことです。 
 このように、愛知万博はいろいろな形の

特色を持った万博だと思うのですが、今回、

入場者数が非常に多かったことが、私たち

にとってすばらしい成果の一つでもありま

す。今、呉建民さんもおっしゃっていまし

たが、昨日の時点で 2,100 万人を超えてく
れました。 
 もっと驚きましたのは、全期間の入場者

の方々が多かったことです。なんと昨日で、

全期間の入場券を持っていてもまだ一度も

使われなかった 7,000 人もの方が、初めて
チケットを使われたということです。あと

もう三日しかありませんので、皆様方に三

日間続けて来ていただかないと元が取れな

いのではないかと思うのですが、このよう

にして本当に大勢の方に来ていただきまし

た。いちばん多く来られた方では、254 回
という方がいらっしゃいます。万博の門の

すぐ外に住まわれているのではないかと思

うぐらいに、毎日来られていました。 
 とても大切だと思いましたのは、今回こ

んなにすばらしいインフラが愛知県につく

られたということです。例えばアメリカに

行きますと、国立公園が非常に整備されて

います。また、ヨーロッパや中東では、お

金を使わずに、いろいろなお城や、自然環

境をめぐることができるということがあり

ます。日本の場合ですと、ちょっとでも家

族で出かけると、お金がすごくかかります。

恐らくインフラ整備の充実が大変重要なこ

とであるわけで、そうやってお金のかから

ないような環境の中でも豊かさを感じるこ

とができることが、都市計画や町づくりの

中で、とても大事なことだと思います。 
 今日は博覧会を開催された都市の市長さ

ん、そして関係者の方が多くお見えになっ

ていらっしゃいますけれども、そちらの、

それぞれの地域の中でも、万博後に本当に

すばらしいインフラ整備ができたのではな

いかと思われている方もいらっしゃると思
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います。今回日本はそのものが残るインフ

ラ整備をしませんでした。むしろ今回、万

博が終わりますと、すべてのパビリオン、

そして万博会場の中にあったすべてのもの

が撤去され、そしてまたリユース、リサイ

クルされるものが非常に多いわけです。 
 ここで大切なのは、この地域の方々にと

って、今まで愛して使ってこられ、さらに

思い出がたくさん詰まっている青少年公園

で万博を開催することができたことです。

そして、そこでは閉幕後、もっとすばらし

い公園として残されるようなことを、皆さ

んも期待されているのではないかと思いま

す。また、その周辺地域で、例えば中部国

際空港の建設や高速道路、そしてリニアモ

ーターカーといったものが、インフラ整備

として残ることによって、地域の方々が今

以上により豊かな生活ができるような環境

づくりが、ここでされているわけです。 
 恐らく、35年前に日本で行った博覧会と、
今回の博覧会のいちばん大きな違いという

のは、「開発万博」ということで、開発でも

ある意味では、「地球環境を大切にするため

に努力する開発」ということではないかと

思います。 
 今回、入場者数の中で非常に目立ったの

は、ファミリーと、高齢者、シニアの方で

す。大体 30才から 49才ぐらいまでを合わ
せますと、40％近い方が来られています。
ファミリーを連れてきて、ファミリーと一

緒に親を連れてくる。そしてシニアの方々

も、先ほど呉建民さんがお話されましたよ

うに、自分たちのお孫さんを連れてこられ

たりする光景が非常に多かったです。恐ら

く、シニアの方々は、70年の万博をご覧に
なったり、または行かれなかった方々が、

自分の孫と、またファミリーと共に、すば

らしい思い出を作ろうという気持ちを持た

れて来られたのではないかと思います。や

はり、この万博の成功のいちばん大きな成

果というのは、こうして世代間の交流があ

ったということと、海外から来られた方々

との、すばらしい交流があったからではな

いかと思います。 
 この愛知万博でいちばん最初に広報プロ

デューサーとして任命されましたとき、Ｂ

ＩＥの会議でスイスに行かせていただきま

した。そのとき、いちばん最初に言われま

したのは、「万博というのはグレート・コミ

ュニケーションのエクササイズである」と

いうことです。やはり、コミュニケーショ

ンをすることが本当に大切なことで、この

愛知万博の中ですばらしい国際交流のコミ

ュニケーションができたのではないかと思

います。もちろん、入場者の数は、とても

大切なことでもあると思います。それが万

博の成功を測る一つの基準だとも思います。

けれども、やはりもっと大切なことは、入

場者数以上に、その地域、開催された地域

の方々が、「もう一度ここで万博を開催した

い」と思うことです。私はいろいろな方か

ら「万博がそろそろ終わるけれども、もっ

と長く伸ばすことはできませんか」という

声をかけられています。「私の一存ではそう

いうことはできませんけれども、ぜひもう

一度万博が来るといいですね」と申し上げ

ています。 
 やはり、万博の成功というのは、そうや

って世界中の方々が「行けなくて残念だっ

た」、または「あと一日、二日あるから行っ

てみたい」という気持ちになることです。

今となれば、本当に若い方、そして東京に

いらっしゃる方々も、そうやって行けなか

ったことを、残念に思っているかもしれま

せん。そして入場者数がこの１週間で、1
日 20万人を切らないぐらいに、多く来られ
ているわけです。しかし、いちばんの万博

の成功というのは、これだけ多くの方に来

ていただいて、そして愛知県が変わったと

いうことだと思います。今まで海外に出か

けていて、その国の文化やそして人々と触

れることはできていたかもしれませんが、

このように６か月間ずっとこうして外国人

が滞在していたということが、とても大き

な一つの成果ではないかと思います。 
 そして、愛知県がこの愛知万博を盛り上
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げるために「フレンドシップ事業」を行っ

ておりました。今まで万博開催の中では、

これだけの規模のフレンドシップ事業はな

かったのですが、一市町村一国フレンドシ

ップ・プログラムの中で、愛知県すべての

市町村がどこかの国と交流することができ

たわけです。そこで生まれてきましたすば

らしい友情とすばらしいフレンドシップは、

一生皆さんの思い出の中に刻み込まれてい

ると思います。 
 特に、子供たちが初めて外国人と出会い、

初めて自分の文化と違う人々と触れること

ができたことで、彼らは、これから世界を

見る目が変わり、これからの人生も変わる

でしょう。ですから、そういう点では愛知

万博の成功というのは、地元の方々が、ど

れだけもう一度、このような大きなイベン

トをここで開催したいという気持ちをお持

ちになるかということによって、測れるの

ではないかと思います。 
 今日は一日、皆様方が会議をされますけ

れども、万博がもたらしましたこのすばら

しい成果の裏には、いろいろ大変なことも

たくさんありました。たくさんの問題があ

った中でも、こうして乗り越え、そして成

功に終わっていく万博はどのように作られ

たかということを、これから将来万博を開

催される都市の方もお聞きになりたいと思

います。私も今日は皆様方と一緒に、一日

シンポジウムにも参加させていただきたい

と思います。 
 今日は、関係者の方が大変多くいらっし

ゃいますけれども、一般の市民の中にも愛

知県に夢を持って、お聞きになりたいとい

うことで来られている方が大勢いらっしゃ

ると思いますので、ぜひ一緒に有意義な一

日をおくりたいと思います。 
 ご清聴、ありがとうございました。 
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２．「万博が都市や地域に与えた影響」 

ピーター・ヴァン・ヴェセメル 
（建築家・都市プランナー） 
 
皆様、こんにちは。本日は「万博の目に

見えない心 ―社会および環境の緩やかな
近代化についての見通し―」というタイト

ルでお話させていただきます。 
 さて、万博の都市・地域に対する影響と

は何でしょうか。この疑問について考えよ

うとすると、また別の疑問が出てきます。

実際、万博の影響・効果とはどのようなも

のでしょうか。プラスのものでしょうか、

それともマイナスのものでしょうか。ある

いは開催都市・地域に限定された影響でし

かないのでしょうか。また、万博の成功と

はどのようなものなのでしょうか。成功と

不成功をどのように見分けるのでしょうか。

またそれをどのように測定できるのでしょ

うか、あるいは実際に測定可能なものなの

でしょうか。 
 一般的に、万博の影響は定量的に測定さ

れます。来場者数、出展者数、参加国数、

展示会場の広さ、現金収入額などが、すべ

て前回を上回れば良いという考え方です。

しかし、来場者に対して、また開催都市・

地域に対して万博が実際にどのような影響

をもたらすかということは、こういった定

量化では測ることができません。つまり、

実際に来場者がどんなことを学んだのか、

彼らの考え方あるいは行動がどのような影

響を受けたのか、そして彼らの社会・文化

全体がどのような影響を受けたのかという

ことは、定量化では分からないのです。し

かし、私は万博の成功や長期的な影響は、

まさにこういった観点から検討されなけれ

ばならないと考えています。ですから数字

は数字として、ここでは万博の質的な面を

考えていきたいと思います。すなわち、万

博がどのような影響を及ぼし、何を成しえ

たのかということです。 
 
そもそも万博とは何なのかという問いに

立ち戻ってみたいと思います。 
 万博とは一般大衆を対象としたものです。

過渡期にある社会の市民を対象として、い

わゆる近代化、グローバル化が従来の日常

生活に与える影響により、市民社会の構造

を変化させようと試みるものです。そして

その変化は、単に改革を喧伝するのではな

く、伝統と近代化のバランスを取り、グロ

ーバルとローカルの調和を図ることによっ

て、あるいはユートピアを見せるのではな

く、現代の科学、技術、デザインがよりよ

い生活に役立つということを示すことによ

って成し遂げられることを目標としていま

す。 
 万博は、抽象的な理論を示すのではなく、

モデル都市における明日の生活をモデル化

して見せることによって来場者を「明日の

世界」へと誘い、変化を起こそうとします。

来場者は、「明日の社会」を実際に歩き回る

ことにより、楽しく学び、また遊ぶことが

できます。そして万博が提示する近未来社

会の全体像を実体験することにより、来場

者は新たなビジョンをその心や文化に受け

入れ、最終的にはこの来場者が将来に向け

て貢献しようとするモチベーションを高め

るということにつながります。 
 このような社会・環境における緩やかな

変化は、政治家や科学者によって起こされ

るものではありません。実際には、産業や

サービス分野における高い改革意識をもっ

た指導者たちが、その手綱を握っています。
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彼らは新しい製品やコンセプトを作り出し

ていくことで、実際に明日の世界を作って

いるのです。つまり万博とは、華やかな衣

装をまとった消費者教育・市民教育である

わけです。教育的な側面、あるいはメッセ

ージ性なくして、万博は「国際博覧会」に

はなりえません。そのような側面がなけれ

ば、規模を大きくしたディズニーランドに

過ぎないわけです。しかし、万博は違いま

す。万博から発信される教育的なメッセー

ジこそが、まさに「万博の目に見えない心」

なのです。 
 
 しかし将来の万博を設計するプランナー

や建築家の皆さんは、「万博の成功を測定す

ることは困難であり、万博には測定不能な

『目に見えない心』がある」と言われても、

どうすればいいのかと思われるかもしれま

せん。ここでは、この「万博の測定不能な

目に見えない心」について考えてみたいと

思います。 
 まず、「万博の教育的効果」についてです。

先ほど申し上げたとおり、万博というのは

社会に構造的な変化を及ぼすものであり、

こういった変革を認識し、説明し、促進し

ていくものです。万博は構造的な変化の触

媒として作用するのです。これは、これま

での万博の歴史からもお分かりいただける

かと思います。 
 1851 年(ロンドン万博)は、まさに伝統的
な手工業から工業生産の時代へと変わった、

産業革命の時代です。そして機械化、標準

化、プレハブ加工のメリットというものが

示された時代でした。 
 1867 年(パリ万博)、次の時代がやってま
いりました。初期の社会科学者・経済学者

などが、資本主義、近代主義、グローバリ

ゼーション等のマイナスイメージを払拭し

ようと努めました。その手法として、いわ

ゆる労働階級の人々のために作られた工業

的な装置や道具を展示・宣伝し、従来の伝

統文化と急速な変化の調和を図りました。 
 そして 1900年(パリ万博)、この時代は工

業生産ならびに日常環境における応用科学

の時代です。電気を使うことにより、かつ

てない未来のおとぎばなしのような都市モ

デルが展示されました。 
 1939 年(ニューヨーク万博)、さらに新し
い時代が幕を開けました。社会・経済とい

うものを生産と労働という観点から考える

時代から、消費と個々人の発展という観点

から考える時代へ変わったのです。つまり

市民そして消費者への教育というものが重

要な原則となり、また、それまでの社会・

経済的な発展に対しての自由放任主義の態

度から、きちんと秩序立った、計画的な開

発への時代へと変わっていった時代です。 
 そして 1970年(大阪万博)には、製品の消
費から、サービスの消費、特に価値やイメ

ージの消費への変化が示されました。当時

まだその言葉はありませんでしたが、これ

が「経験経済（エクスピリエンス・エコノ

ミー）」と呼ばれるものです。 
 さて、万博というものが、いかに社会の

構造変化を教育的な展示として表現してき

たかということを説明し、「イデオロギー」

という死語を使わせていただくために、こ

こで 1939 年のニューヨーク万博について
考えたいと思います。この万博では、万博

のイデオロギーを示すものとして、「今日の

道具を使って明日の世界を作り出そう」と

いうスローガンが掲げられました。そして

実際に、当時の科学・技術・デザインをも

とに、30年後のより良い社会を展示して見
せたのです。 
 そこでは消費の新しいコンセプトが提案

されました。それは消費を「大げさな浪費」

と捉えるのでなく、現実的な日常の行為と

して、また日常生活の向上を楽しむための

当然の報酬として捉える考え方です。また

同じように、「プランニング」を科学的ツー

ルと捉え、それによって経済・生産・消費、

さらには社会・地域・環境の開発と改善を

促していくという新たなコンセプトが提唱

されました。 
 この万博では、教育的な側面が 4 つの要
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素に分かれていました。万博会場自体もア

メリカの暮らしにおける 4 つの側面、衣・
食・住・移動手段をもとに分けられており、

来場者は会場内を歩き回ることでそのまま

未来のある 1 日を実体験することができま
した。それぞれのセクションの入口ではそ

のセクションの社会的意義が新聞の見出し

のように紹介され、セクション内にはその

未来像を示すテーマ展示が置かれていまし

た。たとえば「移動手段」セクションでは、

四輪馬車から飛行機へという技術的な進歩

が、生産・貿易・発展の拡大という観点か

ら紹介されていました。その展示内では、

最終的にニューヨークからロンドンへ宇宙

船のような交通機関で移動するという未来

像が描かれていました。 
 展示企業も同様に、こぞって彼らの現

在・未来像を浮き彫りにする展示を行いま

した。例えばゼネラル・モーターズ(GM)社
は、単に製品の背景にある技術を説明する

だけではなく、最先端の研究開発部門にお

ける最新の科学的発見を「サイエンス・シ

ョー」という形で展示しました。GM社は、
今では世界的に知られているこの「フュー

チャラマ(Futurama)」という未来展示にお
いて、当時まだ実現していなかった技術革

新を用いて 1960 年の移動手段を描き出し
ていました。そこには例えば飛行機のそれ

と類似した集中管理ナビゲーション・シス

テム等が展示されていました。これこそ先

に述べた「よく学び、よく遊ぶ」という万

博教育術と言えます。 
 そして展示スペースの中心には「デモク

ラシティ(Democracity)」というメイン展示
が置かれていました。これは映像、音声、

光効果を使用したマルチメディア展示によ

るジオラマと市場で、来場者はまさしく未

来の社会と環境に入り込むことができまし

た。デモクラシティによるシミュレーショ

ンは万博会場自体の設計と非常に似通って

いたわけですが、これはもちろん偶然では

ありません。万博の「より良い社会・環境」

像は、近未来に置かれているからです。 

 
さて、次に万博の影響とは何かという最

初の質問に立ち戻ります。もし万博が、社

会および都市の未来像と、教育的なテーマ

パークの両方を表現するものであるとする

なら、これは少なくとも二つの点で挑戦で

あります。一つは教育面、もう一つは輸送・

技術面に関するものです。この場合、多く

の影響・効果をそれにしたがって分類しな

ければなりません。その中には、具体的に

定量化できるものもあるでしょうし、ある

いは形が無く定量化できないものもあるで

しょう。物理的な影響は、例えば面積で定

義されるでしょうし、経済的な効果はユー

ロ、ドル、円などで評価されるでしょう。

しかし、社会に対する効果、市民に対する

思想的教育効果はどうでしょうか。 
ここでパリのイル・ド・フランス地域を

例に取ってみましょう。この地域で行われ

た一連の万博の物理的影響は、非常に目に

見えやすく、追跡しやすいものです。 
 まず、パリの主なインフラの整備があり

ます。オルセー駅を有する環状線、これは

パリ独自の列車システムの先駆的存在であ

り、最も古い地下鉄でもあります。観光客

誘致のために導入された川の遊覧船や、パ

リ周辺の幹線道路を補うために建設された

アレキサンダー橋等も忘れてはなりません。 
 次に都市開発ですが、イル・ド・フラン

ス地域とは大ざっぱに言ってエトワール広

場とシャン・ド・マルスの間、それからセ

ーヌ川沿いにアンヴァリッドまでの地区を

指しますが、これらはこの地で行われた万

博の直接的な産物ということができます。

また物理的側面と制度的側面の融合として、

博覧会が残した各種の文化施設があります。

すなわちトルカデロ宮殿やプティ・パレ、

グラン・パレ、もちろんエッフェル塔もそ

の一つです。 
 社会的・経済的に考えると、万博は何よ

りも地元の経済に対して大きな刺激を与え

ました。何百万人という来場者を迎える大

規模な博覧会場の建設・輸送には、途方も
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ない時間と作業が必要でした。これは豊富

な雇用創出とビジネスチャンスをもたらし、

同時に大幅なフランス政府の税収増を産み

ました。 
 しかし、構造的な側面をもっとよく見る

と、他にも重要な経済的影響がありました。

万博によってこの地域・都市が世界中の何

百万人もの人に、その素晴らしさとともに

記憶され、パリに対する「近代的なメトロ

ポリスで、最新の娯楽を提供する」という

イメージが定着しました。このような洗練

されたライフスタイルを享受できる「光の

都市」のイメージ、そして芸術や、ファッ

ションにおいて洗練された世界都市という

イメージは、これも当時はそのような言葉

がありませんでしたが、まさに「都市のブ

ランド化」であると言えます。新たな都市

への進出を目指す企業にとっても、休暇の

旅行先を探す市民にとっても、「パリは何で

もある世界都市だ、絶対に行かなくては」

と思わせるこのブランド力は、非常に重要

な要素です。より身近な面としては、観光

やショッピングの際の商業施設（デパート、

レストラン、ホテル、娯楽施設等）の発達

にも万博が貢献しています。 
 同様に身近でありながら、より重要な点

として、万博は輸送・観光・貿易分野にお

ける組織の整理と合理化を促しました。例

えば都心部の地下鉄の統合、乱立したバス

会社の統合、観光局や商工会議所の発足な

どがそれにあたります。 
 
 最後に、万博の教育効果についてはどう

でしょうか。何年もたつと、教育的影響は

消えてなくなりそうですが、だからといっ

て重要ではないわけではありません。私は、

このような教育的・イデオロギー的効果と

いうものは、新たな進化の局面へ向けて加

速化する社会の近代化において、万博が及

ぼす最も重要な効果だと考えています。 
 名前は「万国博覧会」であっても、実際

の来場者は 95％が主催国内からです。です
から、万博の真の役割は未来の社会・都市

を人々に提示するという点にあると言えま

す。そして人々はその後何十年にもわたり、

その強力かつ魅力的な情報に基づいて考え

たり行動したりするようになっていきます。

明るい未来のメッセージが、人々の手元に

届き、彼らの自信につながります。人々が

自分たちで行動を起こし、世界の一員とな

るよう働きかけるため、1939年のニューヨ
ーク万博では「今日の道具を使って明日の

世界を作り出そう」というスローガンが使

われました。 
 
 それでは、ここまでの分析からどのよう

な結論が得られるかを考えてみましょう。

次の万博を成功裏に進めるためには、何が

必要かということです。まず 1 点目は、近
代的でグローバルな社会の発展に必要な今

後の構造変化を模索すること。2 点目とし
て、新しい社会や都市、万博の教育的側面

についてのシナリオを作ること。3 点目は
政治家や科学者だけではなく、経済界、特

に創造的で前衛的なビジネスリーダーたち

を巻き込むことが重要です。 
それでは、この 3 点それぞれについて考
えていきたいと思います。 
私は社会学者でも哲学者でもありません。

しかし、次の大きな構造変化ということで

あれば、例えば私の出身地であるオランダ

を例に取ると、次の万博は工業社会から脱

工業社会の転換をテーマにすべきであると

考えます。すなわち、サービス、知識、情

報技術などを提供できる社会、クリエイテ

ィブな産業がキーワードになります。「情報

主体の創造的な社会」と言えるでしょう。 
 しかし、ここ極東ではまた話は違うと思

います。ここでは全く違った現象が起こっ

ています。すなわち工業化のプロセスに特

有な現象と、消費社会の発展、あるいは脱

工業社会の誕生が同時に起こっているので

す。これは非常に複雑な状況ですから、よ

り良い未来の社会と環境を構築するために、

どのように企業や政府、そして市民が協力

していくべきかについて、さらに明確で広
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く受け入れられるビジョンを提示する必要

があります。 
 2 点目、新しい社会・都市、ならびに万
博の教育的側面の模索については、さらに

もっと時間が必要ですし、同時に次の万博

の内容を考えるにはまずその万博がどの都

市・国・地域で開催されるかを知らなけれ

ばなりませんので、また別の機会に詳しく

お話しさせていただきたいと思います。と

いうのは、万博には地元の特性が非常に重

要であり、その情報なくしてこの点に深入

りすることは非常にリスクの高い作業です

ので、今はこれ以上お話しすることは避け

たいと思います。 
 しかし、開催都市の情報がなくても我々

が学ぶことのできる教訓があります。それ

は組織運営に関することですが、この席に

いらっしゃる都市・地域の皆様は、今後万

博開催のチャンスと同時に非常な重責を担

うことになります。その特殊性と複雑性に

ついて、おそらくすでに十分ご理解のこと

でしょう。 
 次に 3 点目です。建設、インフラ、宿泊
施設などの輸送・技術面については、人口

何百万人という大都市を設計・管理されて

いる皆さんの日常業務とは、共通点が多い

ように見えるかも知れません。しかし、教

育・イデオロギーの側面となるとどうでし

ょうか。これは全く新しい部分だと思いま

す。この部分では、例えば博物館や教育者、

あるいは科学や芸術の最先端の革新者など

から学ばなければなりません。しかし、こ

こでもう一度考えたいのは、やはり産業界

にもこの役割を担ってもらいたいというこ

とです。特に今、社会が情報主体の創造的

社会へと変化しつつある中では、現在の社

会を作っている創造者たちに重要な役割を

果たしてもらう必要があります。 
 通常の美術館や教育的施設においては、

職員自身がその施設の恒常的な展示品を扱

うのに対し、万博ではその展示品を提供す

るのは主催者でなく、出展者です。万博は、

もちろん科学者や政府にとって理想的な発

表の場でありますが、同時に、産業界がど

れだけ未来に貢献できるかを、実際に手で

触れることのできる製品で示せる理想的な

発表の場でもあることを忘れてはなりませ

ん。出展企業はそれによって非常に力強く、

かつ魅力的な方法で、未来の社会を見せる

ことができるわけです。そのような出展者

を見つけ、出展を要請しなければなりませ

ん。彼らにコンタクトを取り、出展交渉を

行うには業界の革新的リーダーこそがうっ

てつけでしょう。 
 万博の歴史を見てみますと、このような

「新しいビジネスリーダー」がいかに万博

開催の主導権を握り、同時にその教育・イ

デオロギー的側面を左右してきたかがわか

ります。1851年には、それはエンジニアや
実業家でした。1867年には経済学者や初期
社会学者、1900 年代は応用科学者、1939
年には工業デザイナーや社会学者がそうで

した。1970年代はイマジネーション分野の
リーダーでした。そして将来は恐らく、私

の考えでは、クリエイティブ分野の人々が

担うと考えています。 
 
 それでは、結論にまいりましょう。最初

に提示した疑問に対して、私の講演が少し

でも解明の役に立てれば幸いです。万博が

都市・地域にもたらす影響とは何か。そし

てその効果は都市・地域だけにとどまるも

のであるのか。そして万博の成功とは具体

的に何なのか、それはどのように測定する

のかということです。 
 お話ししてきたように、万博の成功には

定量的な部分もありますが、その一方で質

的、主観的な部分もあります。その定量化

できない部分こそが「万博の目に見えない

心」なのです。 
 万博は、教育と娯楽を融合した独特の催

しであると同時に、近代化・グローバル化

のプロセスを発信し、地域や国の社会的・

文化的変革を促進する手段でもあります。

もしこの点を無視して万博組織運営を政府

の観光局に丸投げすれば、万博は商業的な
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観光イベントにしかならず、万博も無数に

あるツアープランのひとつとなり、ひいて

は地球を多くのリスクにさらすことになり 

 
 

かねません。 
 ご清聴ありがとうございました。 
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